
チ ャ レ ン ジ

人 材 塾

2023

実施期間：令和５年７月 ４日（火）キックオフ・フィールドワーク
７月１２日（水）プレゼン資料作成
７月２４日（月）プレゼン

研修会場：県庁６階 大会議室
主 催：福井県自治研修所

進士 五十八 （しんじ いそや）
福井県政策参与
福井県自治研修所特別顧問

【主な経歴等】
・造園家・ランドスケープアーキテクト
・東京農業大学名誉教授（元学長）
・福井県立大学名誉教授（2016.4～2022.3学長）
・福井県里山里海湖研究所所長（2013～現在）
・福井県足羽川河川環境整備検討委員長（2005～2007）
・国交省、文科省ほか日本水大賞委員（2003～現在）
・特定非営利活動法人美し国づくり協会理事長（2005～現在）

●塾長（講師）

参加者の声📢 塾長をはじめ、他部署の人や他自治体の人から新鮮な刺激を多く受けることできて良かった。

フィールドワークでは、通常業務では、聞けない話や見学できない場所を見ることができた。

特にフィールドワークでの進士塾長の解説は大変に参考になりました。

令和４年度人材塾 キックオフミーティング

県都グランド
デザイン

福井駅前を実際に歩き、景観や観光の視点から課題や発想法について学
びます！

観光・まちづくり担当
にオススメ！

少数精鋭でしっかり！

い よいよ「新幹線開業」が目前となりました。100年に一度のこのチャンスを確実に生かすためにも、県と
市町が一体となって福井を盛り上げていく必要があります。そこで、職員一人一人が開業後を見据え、現場
をアクティブに巡り、課題を見つけ、政策形成に結び付ける能力を強化するため、昨年度から進士五十八福
井県政策参与を塾長に迎え、観光・景観などを主な題材に、今までにない視点や新しい発想を生み出せる人
材を育てる『ふくいチャレンジ人材塾』を実施しています。

今年度は、県都のグランドデザインや観光地づくりの動向をインプットしたうえで、槌音が響く福井駅前の
景観の視察を通じて、現場から課題を見つける着眼点を学ぶとともに、塾生が持ち寄った地域で磨き上げた
い素材（町並み、観光地、土産品、PRポスター等）を題材に、自治体の垣根を越えて課題解決を図るつながり

を作り、独創性のある政策形成を実践して、ア クティブに活躍する人材育成を目指します。


